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じZ-9DXのアンチナ部の中には写真二
`=な大きなバーアンテナが入ってtる
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利得とはアンテナの感度。グラフからは45度に

傾けると一番聞こえにくくなることがわかる
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UZ‐9DXの指向性 をグラフに したもの。18び

の方向の くびれに混信局 を合わせる

アンテナの傾斜 角 (度)
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